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1. 4 改姓名論文と18姓名論文が混在・甑絶している O
このような現状にあっては、たとえ通称としてであれ、!日姓を継続して名告ることは困難で






















年齢を27歳出19J、第一論文発表年齢を24~25歳 [5120J とし、通常のベースで年 1 回の論文・業績






















A 1.藤井芙紗子， r藤井高尚と鐸屋:後期間学の一断面j，r国語国文j，46 (12)， 1977 
A2. 山崎芙紗子， r近世後期の源氏注釈:雨夜物語と教戒説j，r国語国文l50 (6)， 1981 
A3.山崎芙紗子町源氏物語評釈Jの方法:中間文学の影響と
1982 
， r国語国文j，51 (3)， 
A4. 山崎芙紗子， r伴信友!日蔵書の書誌学的研究京都大学蔵「伴信友校蔵書j-上-j， 
f国語国文j，54 (1l)， 1985 
A5. 山崎芙紗子 f伴信友!日蔵書の書誌学的研究:京都大学蔵






A1 A2 A3 A4 A5 
雑誌記事索引 × O O O O 
研究文献要覧 × O O 
研究者ディレクトリ O O O O O 
DiRR O O O × × 

























なる O 別の姓名で論文を発表している以上、!日姓“藤井英紗子"名論文 l点、を検索するために
は、あらかじめ山崎氏の!日姓が“藤井"であることを承知していなければならない。
2. 1. 3 国立慢報学研究所の研究者情報データベース類
NACSIS幽IRのデータベース「研究者ディレクトリJで“山崎芙紗子"を検索すると、山崎
氏の業績一覧の中に上記 5論文(1日姓名論文含む)がすべてリストアップされている O 但し、
旧姓名論文に“藤井英紗子"という 18姓名の記載はない。
また、 Web上で、無料で、検索で、きる iNA CSIS DiRRJ [制]で“山崎芙紗子"を検索すると、















B 1. Takako Kato， [etc.] (1993) 
Isolation of two species of Chlamydomonas reinhardtii flagellar mutants， ida5 and ida6， 
that lack a newly identified heavy chain of the inner dynein arm. / Cell Struct. And 
Funct. 18. 371-377. 
B 2. Ryoko Kuriyama， ......Takako Kato， [etc.] (1995) 
Characterization of a novel minus enιdirected kinesiルlikemotor protein from cultured 
mammalian cels. / ].Cell Biol. 129. 1049-1059. 
B 3. Takako Kato-Minoura， [etc.] (1997) 
Chlamydomonas inner-arm dynein mutant， ida5， has a mutation in an actin欄encoding
gene. / ].Cell Biol. 137. 649-656. 
B 4. T. Kato-Minoura， [etc.] (1997) [meeting abstractl 
Chlamydomonas flagellar inner.幽armdynein mutant， ida6， expresses a highly diverged 
actin. / Molecular Biology of the Cell. 8. 212-212. 
B 5. Akio Ohara， Takako Kato-Minoura， [etc.] (1998) 
Recovery of flagellar inner-arm dynein and the fertilization tubule in Chlamydomonas 
ida5 mutant by transformation with actin genes. / Cell Struct. Funct. 23. 273-281. 
B 6. Takako Kato-Minoura， [etc.] (1998) 
Highly divergent actin expressed in a Chlamydomonas mutant lacking the conventional 
actin gene. / Biochem. Biophys. Res. Comm. 251. 71-76. 
6点、のうち、 Bl・B2は旧姓名の“TakakoKato"、B3.B4 'B5 .B6は!日姓と新姓の




2臨 2. 1 rWeb of ScienceJ SCI (1986-2001) 
Web of Scienceは、論文書誌の定番であるSCI. SSCI . A&HCIの3つを、 Web上で、検索で、
きるオンライン・データベースである o ISI提供、海外各分野の学術雑誌8000誌以上を収録。
京都大学では現在1986年以降のデータファイルを利用できるO
この iWebof ScienceJ SCI (1986 -2001)で、加藤幽箕浦氏の上記6論文を検索した。検索




(表 2) 加藤剛箕浦氏論文6点をWebof Scienceで、検索した場合
Bl B2 B3 B4 B5 B6 
minoura t* × × × × × × 
minoura* t* × × × × × × 
kato t * O O × × × × 
kato * t* O O O O O O 
katominoura t * × × O O × × 
katωo.桐叩i泊nourat* × × × × O O 
kato * minoura t * × × O O O O 
*ロllnoura × × × × × × 
* minoura * × × × × × × 
!日姓 !日姓 結合姓 結合姓 結合姓 結合姓








kato t * 
kato* t* 
→ 2点 (B1・B2) 
→ 6点 (B1・B2・B3・B4・B5・B6) 
(*は前方一致)
結合姓として併記しているはずの改姓名“minoura"ではまったく検索できず、!日姓名、ato"でも、前方一致検索でなければ検索はできない。
ヒットしたデータ 2点 (ikatot * J)及び6点 (ikato*t*J)の著者名表記をチェックす
ると、それぞれ以下のような表記で収録されている O
B 1 (1993) Kato， T. (原論文で、の表記はTakakoKato) 
B 2 (1995) Kato， T. (原論文で、の表記はTakakoKato) 
B 3 (1997) KatoMinoura， T. (原論文で、の表記はTakakoKatoふ!Iinoura)
B 4 (1997) KatoMinoura， T. (原論文での表記はT.Kato-Minoura) 
B 5 (1998) Kato-Minoura， T. (原論文で、の表記はTakakoKato-Minoura 





katominoura t *→2点 (83・84)












kato * minoura t *→4点 (83・84・85・86)
*minoura t* → G点
































“箕浦"しか記載されていないが、 We b ofScienceで、の加藤“箕浦氏の論文は旧姓名“kato"で
































































績をでで、きるだだ、け縞羅的に検索.リストアツプしてもらう、 というものでで、ある[凶A註泊凶主凶凶3叫3;車閥悶慾釦Jo 2. 1の























































3. 5 レファレンス・ ILL業務時に、改姓.I器姓の存在を常に意識する O
詳細は 3. 冒頭で述べたとおりであるO








































-加藤万里子， {慶応大学理工学部(日吉)天文学教室[加藤万里子助教授ホームページJ} ， 
(http://sunrise.hc.keio.ac.j pF marikol astro.h tml) 
-加藤万里子， I女性研究者と若手OD'PDの深刻な状況:天文学会アンケート調査から」





・内閣府男女共同参画局， [2002.3.16J ， (http://www.gender.go.jp/) 
-16-
-二宮周平.r氏名の自己決定権としての通称使用の権利J. r立命館法学j. 241. 1995.10. 
p.611-. [2002.3.16J . (http://www.ritsumei.ac.jp/kic/ja/lex/95-3/ninomiya.htm) 




・水島広子， {水島広子のコミュニケーション正常化作戦!} ， (http://www.mizu.nu/) 
・原ひろ子他， r関連文献J， r女性研究者のキャリア形成:研究環境調査のジェンダ一分析か
らj，勤草書房， 1999.02， p.577“604 
・藤森かよこ， r女性研究者問題に関する参考文献J， r女性研究者:愛知女性研究者の会20年
のあゆみj， 1996.07. p.211-216 
註
1 J 内閣府大臣官房政府広報室， I選択的夫婦別氏制度に関する世論調査J， (http://www8.cao.go.jp 
/ survey /h13/fuufu/index.html) 調査は2001年5月O




4J 犬伏由子他， r女性学キーナンバ有斐閣選書， 2000. 12， p.l5 
5 J 1975年調査では女性側改姓が98.8%0(犬伏由子他， r女性学キーナンバー.1，有斐関選書， 2000.
12， p.l5) 
6J 日本学術審議会「女性科学研究者の環境改善の緊急性についての提言(声明)J ， 1994. 05. 26で
は「科学研究者が!日姓を継続して使用することを保障する」ことが提言され、学術審議会向ヰ学技術
創造立国を白指す我が国の学術研究の総合的推進について一「知的存在感のある国jを目指して(答
申)J ， 1999. 06では「研究活動や業績が継続して評価-されるよう、学会等の研究活動においては、旧
姓等の使用について配慮することも大切である」と提言され、国立大学協会・男女共同参両に関する
ワーキンググループ「自立大学における男女共同参画を推進するために 報告書J， 2000. 05. 19では
「姓の変更が研究キャリアの面で不利とならないように、研究者本人が通称継続を希望する場合は、
大学として通称使用を認めるよう基準を明文化することが望ましい」と提言され、日本学術会議「女
性科学者の環境改善の具体的措置について(要望)J ， 2000. 06では「公私の別なく、研究者が自ら希
望する名称 (1日姓、通称名など)を使用できるようにすること」が要望されており、研究者にとって
の姓名同一性保持の重要性は、学術界の共通認識であることが確認できる O また、二宮周平， I氏名




調査からJ， r科学j， 70 (4) ， 2000. 04， p.257輔、参議院法務委員会， <民法改正法案の議事録:147-参ー
法務委員会-17号， 2000年05月25日)， (女性政策ウォッチ)， (http://www.jca.apc.orgFfsaito/minp 



























[註12法委] 参議院法務委員会， <民法改正法案の議事録:147綱参m法務委員会副17号， 2000年05月25日)， 
〈女性政策ウォッチ)， (http://www.jca.apc.org/-fsaito/minpoukaisei-committee.htmI)その他に実
例報告がある O








くさんあるJ(毎日新聞1998.03. 27タ)ことも、関口氏が和解に応じた理由のひとつである O 関口礼
子氏のこの裁判については、以下の文献がある O
判例時報1486，1993. 11 
関口千恵， 1関口礼子氏に開く J， r法学セミナ，471，1994. 03， p.l-
滝沢幸代， 1大学教員の通姓(旧姓)を名のる権利J， rジ、ユリストj， 1059， 1995.01， p.l92-195 
「氏名の自己決定権としての通称使用の権利J， r立命館法学j， 241， 1995. 10， p.611-， [2002. 
3. 16J ， (http://www.ritsumei.ac.jp/kic/ja/lex/95-3/ninomiya.htm) 
浅倉むつ子， r女性労働判例ガイドj，有斐閣， 1997.04， p.46凶50
毎日新聞1998.03.27タ








るとしている。(加藤万里子， (科学研究者の別姓使用の“現状と対策") ， 2000. 03. 11， 
(http://sunrise.hc.keio.ac.j p/-mariko/ feminism/bessei.h tml) 
また、秋田県では県職員の夫婦別姓を一部認める要綱を制定し、 2000年7月より施行した。同年4
月、県立大の女性教員が結婚改姓後の旧姓使用を申し出たことによる O 都道府県としては12番目(秋
田魁新聞，2000.07. 14) 0 この例のように、公立大学の場合は、自治体ごとの制定が必要となる O
[註15J 国の行政機関での職員の!日姓使用について、 2001年7月11日、 12001年10月1日から実施J18 
項目を対象とするJ1それ以外の項目は各省庁が個別で判断する」ことなどが、各省庁人事担当課長
会議で申し合わされた。以下を参照。




2001. 7. 12 (Yahoo!News) 
民主16阪大] 大阪大学大学院文学研究科文学部性差別問題委員会は fセクシュアル・ハラスメントの
一般的事例」として、「仕事J~や研究上、通称として!日姓を使っている人を、結婚後の姓で呼ぶJ





る著者名表示の権利が保証されている O 二宮周平， 1氏名の自己決定権としての通称使用の権利J， 







所， I第11回出生動向基本調査:結婚と出産に関する全国調査(夫婦調査の結果概要)J ， 1997) 0 女性
研究者に限った調査でも、ほほ変わらない結果が出ている(笹原恵、「女性研究者のライフサイクル
に関する一考察J， r (新潟大学)人文科学研究j，88， 1995) 0 
[註20J 35歳以下の女性研究者の場合、第一論文発表の平均年齢は25.6歳。 24~25歳での発表が最多で、
全体の約27.8%。なお、順当に進学した場合、 24歳で修士2回生、 25歳でi専士 l回生となる。原ひろ
子， r女性研究者のキャリア形成:研究環境調査のジ、エンダ一分析からj，勤草書房， 1999. 02に掲載の
1997年調査結果をもとに計算したものO
[註21] 順当に進学した場合、 27歳で↑専士3回生となる。非常勤講師経験のある30代女性研究者の、非
常勤講師を終了した平均年齢は、 32.8歳(笹原恵， I女性研究者のライフサイクルに関する一考察J， 
r(新潟大学)人文科学研究j， 88， 1995)。また、沢武文， I天文学研究者人口調査結果Jr天文月報j， 
93 (1) ，2000 掲載の1999年調査結果をもとに計算すると、天文学研究者で助手・講師以上の職を得
ている人は、 27歳で0.7%、28歳では10.8%。
[註22J http://welldef.osu.seg.ynu.ac.jpFmakilindex.html、http://www.ss.u-tokai.ac.jpFyasuko/
Research/research-j.html [2002.3. 16J http://www.littera.waseda.ac.jp/major/jlc/nomura/ 
zaisekisha.html [2002.3. 16J 等o http://kikumasa.lit.kobe田u.ac.jp/-bettie/ yocchan_f.h tmlで、は、
旧姓で研究活動を行なっているにもかかわらず、修士論文のみが戸籍姓となってしまっている O
[註23J http://dirr.nii.ac.jp/ 
[註24原文] “Beginning with 1998 data， non-alphanumeric characters (e.g.， the apostrophe in 0' 
Brian) and embedded spaces (e.g.， the space in the last name de la Rosa) are preserved in many 
fields in the database. In order to search effectively across multiple years of data， you should be 
sure to enter search strings that take account of al possible variations of the data. 
Enter 0' BRIAN C * OR OBRIAN C * tosearch for articles authored by C. D. 0' Brian. 
Enter EL-EBIARY OR ELEBIARY to search for this author (with a hyphenated last name). 
Enter DE LA ROSA W * OR DELAROSA W * tosearch for articles authored by W. de la Rosa 
“( 'ISI Citation Database Help' Author search field， http://wosおiglobalnet2.com/help/helpgs.html)
[註25J http://read.jst.go.jp/index.html 
[註26J 科学技術庁科学技術振興局. <科学技街情報流通技備基準:学術論文の講成とその要素
(SIST08) > ， 1986， (http://wwwおt.go.jp/SIST/ sist08/ sist08_m.htm) 
(註27日次速報他 I(例)旧姓が「田中」の場合 →@AUTH鈴木(田中) 和子J(国立情報学研究
所.<学術雑誌目次速報データベース作成マニュアル>HTMLver 0.8第7部Q&A(学術雑誌目次速報




タベース)，2000. 11. 22， (http://www.hmt.toyama-u.ac.jp/Socio/jss/usage.htmO ) 









































の表記は“NatlInst Basic Biol. Okazaki， Aichi 4448585， ]apan"です。
(なお、この課題は 英語論丈5点があげられればOKとします)
[註34J http://www.kiko.go.jp/kenkyuu.html 
[註35J 医薬品機構， <データベースの検索方法)， (研究交流促進のための研究者データベースJ， 
(http://www.kiko.go.jp/setsumei.h tml) 
22 
